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長期滞在宿泊施設「セカンドステー
ジ」の管理運営

塩江町及び周辺住民の生活環境の
悪化を防ぎながら、町おこしの推進
を支援する。

特定非営利活動法人しおのえ 塩江地区住民ほか

「セカンドステージ」において、都市
部住民を受け入れ、体験活動を通
じて地区住民との交流を進め、移住
者や交流者を増やして塩江の賑わ
い創出につなげている。

２世帯が他県から移住

ＮＰＯの活動資金、専門スタッフの
確保
移住者に対するフォローのための行
政との連携

空き家見守り隊

空き家や長期不在の家を定期的に
見守り、庵治町の防犯防災対策に
協力するとともに、空き家を活用した
Ｉターン・Ｕターン等移住希望者へ
の情報提供を行う。

ＮＰＯ「何かしょうで庵治」 庵治地区住民ほか

毎月１回空き家等の巡回を実施す
るとともに、独居老人宅への声掛け
活動を実施
高松市道路課所管の「たかまつマイ
ロード事業」に参加

22年4月までに16回の巡回を実施。
活動がマスコミで取り上げられること
で認知度も上がり、地域住民との関
係が濃くなった。

参加者の確保
ソーシャルビジネス化の検討も必要

「仏生山まちぐるみ」旅館プロジェク
ト

仏生山本町通り沿いの町家の再活
用を図りながら、町並み保存や新た
な賑わいづくりを創出する。

仏生山まちぐるみ旅館準備室
仏生山商工振興会

仏生山商工振興会
仏生山本通り沿いの住民ほか

仏生山に残る町家を家主から借り上
げ、客室や飲食店、物販店として利
用し、町内の既存の温泉とあわせて
まち全体で旅館の機能を担う構想
を進めている。

空き家調査、家主との賃貸交渉を
実施
イベント時に町家をミニショップとし
て活用

観光地化ではない身の丈にあった
まちづくり

発達障害児等相談支援事業

発達障害がある子どもの保護者の
ための相談事業など、子どもを安心
して育てることができるような体制整
備を行う。

特定非営利活動法人
　地球は家族・コミュニケーション

丸亀市健康福祉部児童課

発達障害のある子供の保護者を対
象とする相談会の実施
保育士、教員等を対象とした勉強会
やセミナーの開催

保護者には好評で、参考になったと
いう声が多く聞かれた。
セミナーや勉強会は、現場の保育
士の参加が多く、よりよい保護者支
援に繋がった。

さらに継続して実施することが必要

つどいの広場事業
育児不安についての相談や子育て
についての情報提供を行う。

特定非営利活動法人
　さぬきっずコムシアター

丸亀市健康福祉部児童課
子育て家庭の親とその子どもが気
軽に集い、相互交流する場を設け
る。

22年度新規事業
認知度の向上
ボランティアの育成

安心・安全なまちづくり事業
我が町は我が手で守るという思いを
掲げ、自主防災活動を展開し、安
全・安心なまちづくりを行う。

川西地区自主防災会
城辰小学校、南中学校、地区内企
業・団体

小中高校への防災研修や地元小学
校と協働して通学路の安全・安心
マップづくり
避難生活対応物資の調達、救出用
機材の整備等
地区内の要援護者支援体制の確立

地域防災力の向上
弱者に対する思いやりの精神の浸
透

平日における活動要員の確保
若い世代の活動への参加

坂出市 坂出市公共施設里親制度

公共施設の管理をする団体等を間
接的に支援し、地域の美化と環境
意識を高め、市民参加のまちづくり
を進める。

市内ボランティアサークル 坂出市

市が管理する道路、河川、公園等
について、各団体が清掃や草刈りを
行う。市は必要なゴミ袋等の資材、
保険加入などの援助を実施

公園等の美化が進むとともに、住民
同士の親睦も図られている。

市内全域に広め、継続的に実施す
るためにＰＲ活動が必要

認知症サポーター養成
地域で認知症の人や家族を支える
ことができる環境づくりを行う。

三木町地域包括支援センター 三木町住民（希望者） 認知症サポーター養成講座を開催
761名（21年度末）のサポーターを
養成し、県下で最も高い水準となっ
ている。

希望者だけでなく、地域の団体や
企業等に働きかけ、より多くのサ
ポートーを確保することが必要

介護予防サポーター養成・活動支
援

介護予防を地域に広め、高齢者が
住みなれた地域で生活できるよう支
援する。

三木町地域包括支援センター
三木町住民（希望者）
県長寿社会対策課

介護予防サポーターには、町主催
の介護予防教室にボランティアとし
て参加いただいている。

147名（21年度末）が登録
介護予防教室にボランティアとして
協力いただいている。

介護予防サポーターの活動できる
場の提供

土庄町 子どもの通学路交通指導
通学途中の安全確保等子どもたち
の安全な通学環境を確保する。

淵崎小ＰＴＡ 淵崎地区老人会
小学校ＰＴＡ役員、老人会会員が構
内の通学路において交通安全指導
を実施

地区内では交通事故がここ数年発
生していない。
住民同士の関係が濃くなり、これ以
外での協力体制が生れた。

協力者の確保

市町における「共助の社会づくり」に向けた取組み

高松市

丸亀市

三木町

資料３


